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　令和４年４月２日㈯にこどまり学園落成式が同園で開催されました。小泊小学校と小泊中学校が一体
となっており、義務教育の９年間、一貫した教育を提供できるだけでなく、地域の交流や防災の拠点と
しての役割を担うことが期待されています。川山議長は祝辞で「この素晴らしい校舎が地域に愛されて
使われることを願う」と述べました。
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令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
３
日
に
開
会
し
ま
し
た
。
３
月
８
日
に
は
一
般

質
問
が
行
わ
れ
、
３
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
３
月
９
日
と
10
日
は
、
令
和
4

年
度
の
各
会
計
予
算
案
を
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
で
審
議
し
ま

し
た
。
３
月
11
日
に
は
、
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
当
初
予
算
や
補
正
予
算
、
条
例

改
正
、
人
事
案
件
な
ど
の
議
案
28
件
、
議
会
提
出
案
件
１
件
の
議
案
の
全
て
が
原
案

の
と
お
り
可
決
、
承
認
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
特
別
委
員
会
の
模
様
は
８
ペ
ー

ジ
か
ら
掲
載
し
て
い
ま
す
。

会　　計 補 正 額 補正後総額
一般会計補正予算
　第11～15号 合計　365,098 11,647,088

国民健康保険
　特別会計補正予算第４号

（事業勘定） 39,484 （事業勘定） 1,696,162

（施設勘定） △314 （施設勘定） 142,688

介護保険事業
　特別会計補正予算第６号 16,774 1,883,167

農業集落排水事業
　特別会計補正予算第１号 △231 41,530

漁業集落排水事業
　特別会計補正予算第１号

※内部補正　　0 23,334

後期高齢者医療
　特別会計補正予算第１号 3,813 291,068

水道事業
　特別会計補正予算第３号

　（収入） △5,615 　（収入） 349,665

　（支出） 1,096 　（支出） 300,265

（千円）

３ 月
定例会

〈会期日程〉

■３月３日
　開会・町長提案理由説明
■３月４日～３月７日
　　休会・議案熟考
■３月８日
　　一般質問
■３月９日～３月10日
　　予算特別委員会
■３月11日
　　単行案審議・閉会

新年度予算可決
持続可能な町政推進へ！

補 正 予 算

主な補正予算主な補正予算

新型コロナウイルス
感染症ワクチン

接種にかかる経費

追加の個別・集団接種の実施にか
かる費用。

７１４万８千円

津軽鉄道への
事業継続支援に
かかる補助金

新型コロナの影響などで大幅減収
した津軽鉄道への支援。

３００万円

豪雪に伴う
除排雪にかかる経費

豪雪に伴い、不足する除排雪経費。

１億円

施設の感染対策経費

町内高齢者施設や障害者施設へ抗
原検査キット配布の経費、町内４
こども園と４医療機関へタブレッ
ト型サーマルカメラ購入費など。

３３７万１千円

※内部補正…総額に変更はないが、内部で予算の組み換えがある
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■中泊町職員定数条例の一部改正について

　 　令和４年度から令和８年度までの職員の定員管理計画を定めたことから、条例の一部を改正する
もの。

■中泊町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

　　育児休暇の取得要件を緩和するため、条例の一部を改正するもの。

■中泊町報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について

　　選挙執行時の報酬額が最低賃金を下回らないようにするため、条例の一部を改正するもの。

■ 中泊町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関

する条例の一部改正について

　 　消防団員の報酬額などを引き上げるため、条例
の一部を改正するもの。

■ 中泊町立小、中学校設置条例の一部改正について

　 　中泊町立小泊小学校と中泊町立小泊中学校を小
中一貫校とし、また現在の設置位置から移転する
ため、条例の一部を改正するもの。

■ 中泊町総合文化センター条例の一部改正について

　 　中泊町博物館今泉分館の当初の設置目的が達成
され、今後の使用見込みがないことから、用途を
廃止するため、条例の一部を改正するもの。

条 例 な ど

議会中継は初日から最終日までインターネット配信しています

また、議会会議録をネット上で公開しています。
町ホームページ（トップページ → 議会 → 会議録）からご覧下さい。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、変更となる場合があります。

役場本庁舎・総合文化センター「パルナス」
小泊支所・すくすくしたまえ館

でもご覧になれます。ぜひご利用下さい。

　インターネット配信の視聴は
　　　http://www.town.nakadomari.lg.jp/index.cfm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でご覧になれます。

←コチラからも
　アクセス
　できます

町消防団観閲式 （令和元年度）

中泊町博物館今泉分館
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■中泊町教育委員会委員の任命について

　 　現委員の宮越寛氏の任期が令和４年５月17日で満了となるため、後任の委員として同氏を再任
するにあたって、議会の同意を求めるもの。

■人権擁護委員候補者の推薦について意見を求めるの件

　 　現委員の長内エツ子氏の任期が令和４年６月30日で満了となるため、後任委員として磯野弘子
氏を推薦するにあたって、議会の意見を求めるもの。

■中泊町認知症高齢者グループホームに係る指定管理者の指定について

　　令和４年４月１日からの指定管理者を指定するため、議会の議決を求めるもの。
　　指定管理者となる団体：（福）中泊町社会福祉協議会　会長　秋元良一　　期間：３年

■中泊町すくすくしたまえ館に係る指定管理者の指定について

　　令和４年４月１日からの指定管理者を指定するため、議会の議決を求めるもの。
　　指定管理者となる団体：（株）小泊うみどりーむ振興社　代表取締役　葛西徳男　　期間：３年

■中泊町一般廃棄物最終処分場に係る指定管理者の指定について

　　令和４年４月１日からの指定管理者を指定するため、議会の議決を求めるもの。
　　指定管理者となる団体：（株）竹内組　　代表取締役　竹内大介　　期間：３年

■中泊町総合文化センター文化ホールに係る指定管理者の指定について

　　令和４年４月１日からの指定管理者を指定するため、議会の議決を求めるもの。
　　指定管理者となる団体：（一社）中泊町文化観光交流協会　代表理事　横野彰吾　　期間：３年

■工事請負契約の締結について

　 　（仮称）中泊町総合福祉健康センター杭工事請負について、条件付き一般競争入札により工事請負
契約の締結にあたって、議会の議決を求めるもの。

　　契約の相手方：（株）竹内組　　代表取締役　竹内大介　　金額：２億3,760万円

■工事請負契約の締結について

　 　（仮称）中泊町総合福祉健康センター建設工事請負について、条件付き一般競争入札により工事請
負契約の締結にあたって、議会の議決を求めるもの。

　　契約の相手方：齋勝建設（株）　　代表取締役　齋藤彰浩　　金額：17億3,800万円

■議員派遣について

　 　中泊町議会会議規則の規定により、議案の審査や町行政事務に関する調査、要請活動、研修、そ
の他必要と認められるときに議員を派遣できるようにするもの。

人 事 案 件

そ の 他 の 案 件

議 会 提 出 案 件
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全
て
の
公
有
財
産
の
う
ち
、

普
通
財
産
が
占
め
る
割
合
を
示

せ
。
ま
た
、
普
通
財
産
は
公
用
・
公

共
用
に
供
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
財

産
の
た
め
、
老
朽
化
が
顕
著
で
あ
り
、

か
つ
修
復
不
能
と
判
断
さ
れ
る
建
物

が
多
い
と
思
う
が
、
ど
の
く
ら
い
町

有
し
、
ま
た
解
体
に
向
け
て
検
討
は

し
て
い
る
か
。

　

１
点
目
の
公
有
財
産
の
う
ち
普

通
財
産
の
占
め
る
割
合
は
、
令
和

２
年
度
末
で
、
全
体
と
し
て
の
公
有
財
産

は
、
土
地
が
２
，７
２
３
，９
６
８
㎡
、
建

物
が
１
３
１
，７
７
５
㎡
で
、
そ
の
う
ち

普
通
財
産
は
、
土
地
が
１
，１
１
７
，５
６

１
㎡
で
41.0
％
、
建
物
が
１
０
，０
７
５
㎡

で
7.7
％
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
老
朽

化
が
顕
著
で
修
復
不
能
の
建
物
は
合
計
で

８
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

解
体
は
、
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
各
年
度
の
予
算
編
成
時
の
査
定
段

階
で
協
議
検
討
を
重
ね
て
い
る
が
、
公
共

施
設
の
適
正
な
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
い
、
長
寿
命
化
や
計
画
的
な
処
分
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

中
泊
町
特
産
の
農
産
･
鮮
魚

水
産
加
工
品
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
は
、
需
要
喚
起
と
な
り
生
産
意
欲

向
上
に
も
繋
が
る
と
思
う
が
、
町
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　

就
任
以
来
、
県
と
の
パ
イ
プ
を

フ
ル
に
活
用
し
、
青
森
県
フ
ェ
ア

開
催
時
に
は
三
村
知
事
と
、
地
元
の
魚
と

野
菜
を
組
み
合
わ
せ
た
料
理
の
試
食
を
提

供
し
た
り
、
旬
の
新
鮮
野
菜
を
大
量
に
並

べ
て
店
頭
販
売
な
ど
し
て
き
た
。

　

毎
年
秋
口
に
東
京
の
上
野
公
園
で
開
催

の
「
青
森
人
の
祭
典
」
で
は
、
中
泊
町
特

産
物
直
売
所
「
ピ
ュ
ア
」
や
若
手
農
業
者

の
会
「
ば
ろ
か
た
る
会
」
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
の
も
と
、
地
元
の
旬
の
新
鮮
野
菜
を

送
り
込
み
、
短
時
間
で
完
売
さ
せ
る
な
ど
、

周
知
拡
大
に
努
め
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
中
泊
メ
バ
ル
料
理
推
進
協
議

会
が
開
発
し
た
「
中
泊
メ
バ
ル
の
刺
身
と

煮
付
け
膳
」
が
、
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
７
年
で

10
万
食
達
成
が
目
前
で
あ
る
。
昨
年
デ
ビ

ュ
ー
の
「
中
泊
ト
マ
ト
海
鮮
ラ
ー
メ
ン
」

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
な
が
ら
７
千
食
を

超
え
る
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。
町
と
し

て
も
海
産
物
、
農
産
物
の
消
費
拡
大
に
繋

が
る
協
議
会
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き

た
。

　

町
で
は
、
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱
を

今
年
１
月
に
作
成
し
、
組
織
改
革
に
取
り

組
み
な
が
ら
農
業
・
漁
業
・
観
光
業
が
一

体
と
な
っ
た
販
売
戦
略
・
セ
ー
ル
ス
を
展

開
し
、
生
産
意
欲
と
地
域
活
力
の
増
進
に

繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
実
現
が
叶
わ
な
い
状

況
だ
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
今
す
ぐ
に
で
も

「
大
地
の
恵
と
海
の
幸
」
を
携
え
て
セ
ー

ル
ス
し
た
い
気
持
ち
で
あ
る
。

成田 直人 議員

老朽化施設などの
管理状況は！

トップセールス推進は！

トップセールスの様子
（令和３年11月・東京都）

議 員

議 員町 長

課 長
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近
年
、
全
国
的
に
生
理
用
品

を
無
償
配
布
し
て
い
る
例
が
多

く
み
ら
れ
る
。
わ
が
町
の
小
中
学
生

の
健
康
的
な
生
活
環
境
が
大
事
で
あ

る
生
理
の
貧
困
へ
の
取
り
組
み
支
援

に
つ
い
て
、
町
で
は
こ
の
問
題
を
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
、
現
状
・
認
識
・

予
算
措
置
な
ど
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

　

小
中
学
生
の
健
康
的
な
生
活
環

境
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
生
理
の

貧
困
問
題
に
つ
い
て
、
町
の
現
状
、
認
識
、

予
算
措
置
を
含
め
た
今
後
の
方
針
に
つ
い

て
お
答
え
し
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
生
理
用
品
を
入

手
す
る
こ
と
が
難
し
い
「
生
理
の
貧
困
」

問
題
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
を
機
に
全
国
で
顕
在
化
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

教
育
委
員
会
で
も
令
和
３
年
６
月
に
、

学
校
現
場
の
声
を
聞
き
、
状
況
を
調
査
し

ま
し
た
が
、
日
常
の
児
童
生
徒
の
様
子
や

保
健
室
の
利
用
状
況
な
ど
か
ら
、
ほ
ぼ
該

当
す
る
児
童
生
徒
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
と

い
う
現
状
で
、
地
域
に
よ
り
格
差
が
あ
る

こ
と
を
感
じ
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
生
理
の
貧
困
に
対
す

る
支
援
を
求
め
る
声
や
、
国
の
動
向
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
実
現
等
の
観
点
か
ら
、

様
々
な
事
情
に
よ
り
生
理
用
品
の
確
保
に

困
っ
て
い
る
児
童
生
徒
を
支
援
す
る
た
め
、

町
で
は
来
年
度
か
ら
各
学
校
の
現
状
を
踏

ま
え
、
必
要
な
数
量
の
生
理
用
品
を
配
置

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

配
置
す
る
生
理
用
品
に
つ
い
て
は
、
防

災
用
品
と
し
て
備
蓄
す
る
生
理
用
品
の
中

か
ら
、
毎
年
学
校
で
必
要
な
個
数
を
補
充

し
な
が
ら
配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

児
童
生
徒
が
人
目
を
気
に
せ
ず
使
用
で

き
る
よ
う
、
学
校
内
の
女
子
ト
イ
レ
に
常

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
教
育
環
境
の

充
実
に
努
め
て
い
く
。

　議会に提出された議案などを、少人数の議員
で専門的・能率的に審査するために設置される
議会の内部機関のことをいいます。
　委員会には「常任委員会」「議会運営委員会」
「特別委員会」があります。

【委員会 （いいんかい）】

教育長

塚本 悦子 議員

生理の貧困について
児童・生徒への支援のため
現状、認識、方針を伺う

こどまり学園

議 員
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掲載している内容は、広報委員会が校正した
ものです。 町政を問う！



　

兼
任
集
落
支
援
員
の
方
に
ど

の
よ
う
な
活
躍
を
求
め
て
い
る

の
か
。
ま
た
、「
中
泊
モ
デ
ル
」
は
、

ど
の
よ
う
な
方
向
へ
進
め
る
の
か
。

　

国
の
制
度
を
活
用
し
て
、
平
成

30
年
か
ら
折
戸
・
下
前
地
区
に
配

置
し
た
２
名
の
集
落
支
援
員
は
、
地
域
の

現
状
・
課
題
を
把
握
し
、
住
民
参
加
型
に

よ
る
自
治
促
進
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
地
域
を
熟
知
し

て
い
る
人
が
先
頭
に
立
っ
て
一
つ
に
ま
と

ま
れ
ば
人
口
減
で
も
地
域
を
守
れ
る
と
の

考
え
か
ら
、
昨
年
の
10
月
、
町
内
会
長
等

が
兼
務
す
る
「
兼
任
集
落
支
援
員
」
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
兼
任
集
落
支
援
員
は
、

全
40
町
内
会
の
う
ち
、
小
泊
地
域
は
２
町

内
会
、
中
里
地
域
は
11
町
内
会
の
計
13
町

内
会
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ゴ
ミ
の
集
積

場
所
の
改
修
、
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
、

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
等
を
行
っ
て
い

る
町
内
会
も
あ
る
。
令
和
４
年
４
月
か
ら

は
更
に
取
り
組
み
が
拡
大
し
、
25
町
内
会

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

兼
任
集
落
支
援
員
に
は
、
地
域
住
民
が

地
域
の
こ
と
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
理
解

し
、
住
民
自
ら
が
考
え
て
取
り
組
め
る
よ

う
に
、
地
域
を
ま
と
め
る
リ
ー
ダ
ー
的
存

在
と
な
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
る
。
各

町
内
会
が
兼
任
集
落
支
援
員
を
中
心
に
一

つ
に
ま
と
ま
り
、
地
域
の
課
題
解
決
に
取

り
組
み
、
支
え
合
う
地
域
の
形
が
「
中
泊

モ
デ
ル
」
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

地
域
農
業
の
維
持
・
継
続
の

た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
等
の
取

り
組
み
状
況
は
い
か
が
な
も
の
か
。

地
域
農
業
の
発
展
に
繋
げ
て
行
く
取

り
組
み
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

３
基
の
固
定
基
地
局
に
よ
り
、

山
間
部
の
一
部
を
除
い
た
中
里
地

域
の
ほ
ぼ
全
域
の
ほ
場
で
ス
マ
ー
ト
農
業

機
械
が
使
用
可
能
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

こ
の
固
定
基
地
局
を
活
用
し
て
ト
ラ
ク
タ

ー
６
台
、
田
植
機
28
台
、
食
味
セ
ン
サ
ー

付
き
コ
ン
バ
イ
ン
７
台
が
稼
働
し
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
に
対
応
す
る
機
械
は
高
額

で
あ
る
た
め
、
国
の
補
助
事
業
等
を
活
用

し
な
が
ら
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

令
和
２
年
３
月
に
ま
と
め
た
「
中
泊
町

地
域
農
業
の
未
来
に
向
け
て
の
提
案
書
」

は
、
認
定
農
業
者
を
中
心
に
提
案
し
て
い

る
。
町
内
に
あ
る
３
，２
０
０
ha
の
農
地

を
フ
ル
活
用
す
る
た
め
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
に

し
、
効
率
的
な
土
地
利
用
型
農
業
の
実
践

や
野
菜
・
果
樹
等
の
高
収
益
作
物
の
栽
培
、

加
工
品
の
製
造
・
販
売
に
よ
る
６
次
産
業

な
ど
魅
力
あ
る
複
合
経
営
の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
農
業
所
得
の
向
上
を
図
り
、
さ
ら

に
若
い
世
代
が
農
業
に
参
入
し
や
す
い
環

境
を
整
備
し
、
持
続
可
能
な
農
業
を
目
指

し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

本
施
策
は
着
実
に
進
ん
で
お
り
、
今
後

も
農
業
者
の
合
意
形
成
に
努
め
、
人
口
減

少
下
で
も
地
域
農
業
の
維
持
・
継
続
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ごみ集積所に小屋を
設置する兼任集落支援員

（令和4年１月 小泊地域にて）

今　 博子 議員

人口減少を見据えた
まちづくり推進と

地域農業の発展は！

議 員

議 員

町 長

町 長
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一般質問では、議員が町政に関する報告や
説明を求めたり、疑問をただしたりします。一般質問



町税
8億6161万4千円

その他の自主財源
4億8504万8千円

地方交付税
36億8000万円

町債
16億2150万円

国庫支出金
7億1600万5千円

県支出金
5億2310万8千円

その他の依存財源
3億1472万5千円

農林水産業費
7億4098万円

土木費
3億7917万9千円

消防費
6億3185万円

公債費
12億1972万8千円

教育費
6億7513万4千円

教育費
6億7513万4千円

その他
2億0053万7千円

民生費
13億8026万7千円

総務費
19億9208万5千円

衛生費
9億8224万円

予 算
特別委

予算特別委員会
日 程

■３月９日
　　各特別会計の審議

■３月10日
　　一般会計の審議

　

令
和
４
年
３
月
９
日
か
ら
10
日
ま
で
の
２
日
、
全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
令
和
４
年
度
の
各
会
計
予
算
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
に
は
荒
関
富
雄
委
員
、
副
委
員
長
に
は
成
田
直
人
委
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

９
日
は
各
特
別
会
計
が
、
10
日
に
は
一
般
会
計
が
審
議
さ
れ
た
結
果
、
全
会
一

致
で
原
案
の
と
お
り
採
択
す
べ
き
も
の
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

荒関富雄予算委員長

一般会計予算 ８２ 億２００万円
一般会計当初予算

宮越家「離れ・庭園」整備兼任集落支援員の活動

　宮越家「離れ・庭園」の
一般公開に向け、庭園の整
備などにかかる費用が計上
されている。

　令和３年度に引き続き、
地域の課題解決を図る兼任
集落支援員の活動にかかる
費用が計上されている。

１，６０３万８千円１，０５５万３千円

チェック 必 見

歳入
82億

200万円

歳出
82億

200万円

中泊町議会ガイド　第 68 号
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予算特別委員会



当 初 予 算 額 前年度比

国民健康保険特別会計（事業勘定） １６億１，３７６万７千円 ３．６％

国民健康保険特別会計（施設勘定） １億５，２８９万７千円 ８．０％

介護保険事業特別会計 １８億６５２万９千円 ０．１％
以下の増額

農業集落排水事業特別会計 ４，２７３万３千円 ２．３％

漁業集落排水事業特別会計 ２，５０６万７千円 ７．４％

後期高齢者医療特別会計 ２億９，１８７万５千円 １．６％

水道事業特別会計

収益的収入 ３億４，６１２万９千円 △２．６％

収益的支出 ２億９，２５２万８千円 △２．２％

資本的支出 ２億２，９４８万円 ４．９％

一般会計予算 ８２ 億２００万円
特別会計当初予算

（仮称）総合福祉
健康センター建設

町ホームページ
管理運営費

　新たなまちづくりの拠点として期待の
（仮称）総合福祉健康センターの建設工事
が本格化。令和４年度分の経費が計上さ
れている。

　令和４年４月１日から町ホームページ
が刷新されたことによる管理運営費用が
計上されている。

10 億 9,171 万２千円１２５万４千円

期待！注目！！

中泊町議会ガイド　第 68 号
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予算特別委員会



～新型コロナウイルス感染症まん延防止にご協力ください～

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、傍聴される方には

次のことをお願いしています。

・発熱があるなどの体調不良の方、マスク着用

　のない方の入場はお断りします。

・入場時には検温をし、37.5度以上ある方の入

　場はお断りしています。

・入場時には手指消毒をお願いします。

会　　計 補 正 額 補正後総額
一般会計補正予算
　第７～８号 合計　398,413 11,216,755

（千円）

第１回
臨時会

　

令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会
が
１
月
７
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

町
長
よ
り
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
っ
た
後
に
、
議
案
の
審
議
が

行
わ
れ
、
補
正
予
算
２
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。補 正 予 算

主な補正予算主な補正予算

子育て世帯への
臨時特例給付金

　子ども１人あたり１０万円を支
給する給付金の費用など。

５，３４０万３千円

住民税非課税世帯へ
臨時特例給付金

　１世帯あたり１０万円を支給す
る臨時特例給付金の費用など。

３億４，０８２万円

傍聴席は、あなたの席です！！
　令和４年第２回中泊町議会定例会は６月上旬予定です。会議は公開されてお

り、どなたでも議会の傍聴ができます。　皆さんの傍聴をお待ちしております。

　令和４年第１回定例会の傍聴は９名でした。

　　※耳が不自由な方にはイヤホンをお貸しします。遠慮なくお申し出ください。

　　※議場は車椅子での入場が可能で、専用の傍聴スペースがあります。
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令和４年第１回中泊町議会臨時会



■工事請負契約の締結について

　 　（仮称）中泊町総合福祉健康センター外構工事第１～３工区について、条件付き一般競争入札によ
り工事請負契約の締結にあたって、議会の議決を求めるもの。

　□第１工区
　　契約の相手方：隆伸工業（株）
　　代表取締役　敦賀鉄正　契約金額：５，８３０万円
　□第２工区
　　契約の相手方：（株）白川建設
　　代表取締役　白川勝則　契約金額：７，３４８万円
　□第３工区
　　契約の相手方：（有）高橋組
　　代表取締役　高橋賢司　契約金額：６，２０４万円

■工事請負変更契約の締結について

　 　こどまり学園の建設工事について、工事費の増額によって契約金額を上回ることから、契約を変
更するため議会の議決を求めるもの。

会　　計 補 正 額 補正後総額
一般会計補正予算
　第９～10号 合計　65,235 11,281,990

介護保険事業
　特別会計補正予算第5号 10,500 1,866,393

（千円）

第２回
臨時会

　

令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会
が
１
月
25
日
に
開
会
し
ま
し
た
。
町
長

よ
り
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
っ
た
後
に
、
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、

補
正
予
算
や
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
変
更
契
約
な
ど
の
議
案
７
件

が
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

補 正 予 算

主な主な補正予算補正予算

豪雪に伴う
除排雪にかかる経費

豪雪に伴い、不足する除排雪経費

５，０００万円

漁業用燃油価格高騰対
策支援金

燃油価格高騰の影響を受ける漁業
者への緊急支援にかかる経費。

９１７万円

その他の議案など

（仮称）総合福祉健康センター（イメージ図）
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令和４年第２回中泊町議会臨時会



委 員 会 だ よ り

○令和４年２月３日㈭
　　第１回議会運営委員会
　〈案　件〉

　　⑴　 令和４年第１回中泊町議会定例
会会期日程及び議会運営に関す
る事項について

　　⑵　 その他

○令和４年２月24日㈭
　　第２回議会運営委員会
　〈案　件〉

　　⑴　 一般質問について
　　⑵ 提出議案について
　　⑶　その他

○令和４年１月25日㈫
　　第１回広報委員会
　〈案　件〉

　　⑴　議会ガイド第67号（案）について
　　⑵　その他

議会運営委員会 （委員長　秋元　 隆）

広報委員会 （委員長　成田 直人）

議会運営委員会の様子

広報委員会の様子
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活動報告だより

　自治功労者表彰の伝達式が議場で３月３日
㈭、第１回定例会の開会に先立って行われま
した。
　表彰された議員は次のとおりです。

■全国町村議会議長会表彰
　　秋田　　博 議員
　　　（町議会議員として15年以上在職）
　　荒関　富雄 議員
　　　（町議会議員として15年以上在職）
■青森県町村議会議長会表彰
　　塚本　悦子 議員
　　　（町議会議員として11年以上在職）

　３月１日㈫に中里高等学校卒業
証書授与式が開催され、町議会を
代表して川山議長が出席しました。
　中里高校は令和３年度をもって
閉校となることから、最後の在校
生の旅立ちとなりました。生徒た
ちは慣れ親しんだ母校、そしてお
世話になった恩師に感謝の言葉を
述べていました。

自治功労者表彰の伝達式

中里高等学校最後の卒業証書授与式
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７
日　

第
１
回
中
泊
町
議
会
臨
時
会

19
日　

西
北
津
軽
郡
町
議
会
議
長
会

 

議
長
・
事
務
局
長
会
議

21
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
協
議
会

25
日　

中
泊
町
議
会
第
１
回
広
報
委
員
会

25
日　

第
２
回
中
泊
町
議
会
臨
時
会

３
日　

中
泊
町
議
会
議
会
運
営
委
員
会

10
日　

 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
議
会

 
第
１
回
臨
時
会

24
日　

中
泊
町
議
会
議
会
運
営
委
員
会

１
日　

中
里
高
等
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

３
日　

第
１
回
中
泊
町
議
会
定
例
会（
開
会
）

８
日　

第
１
回
中
泊
町
議
会
定
例
会（
一
般
質
問
）

９
日　

予
算
特
別
委
員
会（
特
別
会
計
）

10
日　

予
算
特
別
委
員
会（
一
般
会
計
）

11
日　

第
１
回
中
泊
町
議
会
定
例
会（
閉
会
）

15
日　

第
２
回
中
泊
町
青
少
年
問
題
協
議
会

　
　
　

西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合
議
会
第
一
回
定
例
会

17
日　

 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
議
会

 

第
２
回
定
例
会
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▼
季
節
錯
誤
も
甚
だ
し
い
が
、
改

め
て
〝
長
か
っ
た
冬
〞
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象

に
よ
る
大
雪
が
降
り
続
き
、
早
朝

・
帰
宅
後
等
に
あ
っ
て
は
噴
き
出

す
汗
を
拭
き
な
が
ら
、
一
心
不
乱

の
除
排
雪
作
業
。
こ
れ
が
日
課
の

光
景
で
あ
り
、
肩
や
腰
は
悲
鳴
を

上
げ
、
誰
も
が
疲
労
困
憊
状
態
だ

っ
た
。

▼
特
に
高
齢
者
か
ら
は
、
除
雪
用

重
機
が
生
活
道
路
に
入
っ
て
来
な

い
。
道
路
事
情
が
悪
化
の
一
途
だ
。

こ
の
た
め
、
転
ぶ
恐
れ
が
あ
る
の

で
買
い
物
や
病
院
に
行
け
な
い
な

ど
、
行
政
へ
の
苦
情
相
談
は
連
日

の
ご
と
く
、
そ
の
対
応
に
苦
慮
し

た
も
の
と
推
察
す
る
。

▼
年
の
瀬
も
迫
る
頃
に
は
ま
た
、

シ
ベ
リ
ア
気
団
が
発
生
し
、
寒
風

と
白
い
便
り
が
我
が
町
に
も
届
く
。

〝
今
季
の
冬
〞
も
手
強
そ
う
な
予

感
。
行
政
は
「
ど
の
辺
り
が
課
題

で
、
ど
の
よ
う
な
対
応
策
を
講
じ

る
べ
き
か
に
つ
い
て
」
余
裕
の
あ

る
今
こ
そ
検
証
し
、
用
意
周
到
で

臨
む
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。『
喉

元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
忘
れ
る
』
と
な

ら
な
い
よ
う
に
―
。

 

〈
委
員
長
・
成
田
直
人
〉
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